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 『八戸の歴史双書』第７弾となる２冊を刊行しました。 
「読み物シリーズ」は、明治時代から昭和までの八戸の漁業・
水産業をドキュメンタリータッチでたどった『八戸の漁業・
近代編』です。「復刻シリーズ」は、昨年度に引き続き八戸

藩士・遠山家の日記を収録した『八戸藩遠山家日記 第二巻』
です。 

 『八戸の漁業・近代編』は、八戸近代史研究会員の山根勢

五さんが書き下ろした本で、江戸時代からの漁村が「日本一

のみなと八戸」に成長したようすを、明治期、大正期、昭和

前期、昭和後期と時代を追ってわかりやすく紹介した内容で

す。 

 『八戸藩遠山家日記 第二巻』 
は、遠山家代々の当主が寛政４

年（1792）から大正８年（1919)にわたり書きつづった日記
のうち、文化７年（1810）から文化12年の６年分を収録して
います。内容が非常に豊富で藩政時代の武家の生活、経済や  
社会を知る上で貴重な資料集です。 
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 考古資料編１の概説部分について読み合わせをしました。また、顧問、調査協力員も出席し、全体

会会議を開催しました。そして、考古資料編１の原稿について検討し、掲載資料（用語解説・イラス

ト・土器形式表等）について、話し合いました。また、懸案事項であった「中世資料編」についても

具体的な意見交換があり、実り多い会議となりました。 

 近世資料編２の原稿執筆中です。テーマは産業・経済で、特に、八戸藩内の産物を江戸や大坂に出荷

して利益を得た専売制や取引、海運などの流通、交易関係に特徴があります。また、農林水産業は藩日

記などからの記事が主体となります。今後、この資料編の発刊により、現在の産業都市八戸に通じる江

戸時代の経済活動について、その詳細が明らかになることが期待されます。資料編１と同じく資料の解

読文と解説、各章の概説、トピックスで構成されます。 

 民俗班は、平成14年度に聞き取りを実施した鮫地区と湊地区について、原稿の見直しや補足調査を
行いました。「鮫地区の民俗」と「湊地区の民俗」は３月末に発行します。 

 文化財班は、「文化財編」刊行の方針や内容などの基本的事項を決めるため、検討会議を12月と
１月に開催しました。この会議には、文化財班だけでなく他の三部会から一名ずつの委員が出席

し、八戸市史らしい「文化財編」にするための議論がなされ、方向付けがされました。 

 近現代資料編２の執筆作業に取り組んでいる段階です。資料編２は資料編１と同じく資料の解読文

と解説を合わせた内容で、明治末から昭和４年の八戸市誕生までがテーマです。平行して資料編３に

掲載する資料を検討するための調査も進めています。会議では資料編３の内容・構成を検討し、来年

度の活動に向けての準備を行っています。資料編３の対象年代は、昭和４年から昭和３０年頃までを

取り上げる予定となっています。 

１／１４（土） 近・現代部会会議 

１／１８（水） 原始・古代・中世部会会議 

１／２５（水） 文化財班会議 

１／２８（土） 近・現代部会会議 

１／３１（火） 「八戸市史収集文書目録第３集」刊行 

        「歴史双書 八戸の漁業・近代編」刊行 
        「歴史双書 遠山家日記 第二巻」刊行 
２／２４（金） 原始・古代・中世部会全体会会議 

３／１１（土） 八戸市史編纂アドバイザー講演 
          演題 「東の海と西の海―近世北日本経済の視点        
            から―」 

          講師 秋田大学教授 渡辺 英夫氏 
            場所 長者公民館 14:00～16:00 
３／１９（日） 近・現代部会会議 




